
早朝の吐く息が白くなり、寒さがさらに増して参りました。このかえで通信でも度々書かせて頂きましたが、私は気持ちが凛

と引き締まるこの季節が大好きです。年始に立てた目標を再度見直し、今年も残り僅かとなりましたが初心忘れることなく、議

月には改選を迎えますが、冒頭にも述べましたように初心を忘れることなく、議員である

年末も議員に必要な３つの力「会話力」「提案力」「行動力」を益々磨くことを念頭に置き、地域に根差した活動と共に、全て

大竹大輔を育てる会

〒509-0131

岐阜県各務原市つつじが丘4-33
TEL・ＦＡＸ：058-384-8608

Email：info@otakedaisuke.com
※この会報はホームページでも掲載しております！

平素は大竹大輔の活動にご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

さて、恒例となりました八木山元旦ご来光登山を企画させて頂きました。今回は、皆さまと新年を祝うミニ互礼会も企画して

おります。元旦ではありますが、是非ご参加下さい！

開催日：平成29年1月1日（日）

ご来光登山
・集合時間：6：25

・集合場所：東登山口

近日予定

1月 1日 （日）

八木山元旦登山とミニ新年互礼会

2月12日（日）

事務所開き

2月19日 （日）

各務原市議会選挙告示

2月26日 （日）

各務原市議会選挙投票日

本年も大竹大輔を育てる会の活動にご理解と多大なるお力添えを頂き心より感謝申し上げます。

師走です！何かと心せわしい時期ではありますが、お体に気を付けてお過ごしください。来年も研修会や市政報告

会などたくさん企画させて頂き、皆さまとご一緒できることを楽しみにしております！何はさておき2月の選挙か！
ふしみ

からの情報も多くの方に閲覧して頂いている。この事業に魅力を感じ空き家を活用するまち

型賃貸契約を活用するため、事業を展開するためには、安い

年

市役所の耐震補強か建て替えかを選択する住

本事業は、公金や補助金に頼らないビジネスモデルの確立を目指し、事業者が継続的に取り組める仕組みを

民間主導で市と連携しながら業務を進め、今年度のモデル事業をもとに、市は空き家所有者の相談やそ

事業者は借り手と貸し手のマッチングを図り契約件数やリノベーション事例の実績をつく

高齢者や障がい者の方への投票支援としては、ハード面では、投票所への車椅子、身

障者用記載台の配置のほか、投票用紙の記入時に使用する拡大鏡・文鎮などの設置を実施しており、段差のある投票所で

票する代理投票の案内、指定された病院や老人ホームなどで投票することができる不在者投票制度や、一部の重度の障が

い者の方の自宅で投票できる郵便等投票制度などの周知も実施している。他市の事例等を調査・研究し、公職選挙法等の

を感じている。また、生徒からは、「授業の中で発言できるようになった。」「テストの点数があがった。」などの学習に向かう意

欲の向上やテストの結果に結びついたなどの声を頂いた。今後は、生徒がいつでも来たいときに気軽に利用でき、心の居場

所となる環境づくりを進める。場所や人材の確保という課題があるが、今年度の成果を踏まえ、現在の那加、川島地区に加え、

蘇原、鵜沼地区においても開催できるよう努める。

問（大竹議員）：中学生海外派遣事業全体を通じての感想、成果は？また、来年度に向けての取り組みは？

答(加藤教育長):「慣れない英語で自信がなかったが失敗を恐れず話せた」など喜びの感想が多くあった。今回初めて訪問し

たエバレット市では、ボーイング社のエバレット工場等を訪問し、「各務原で造られた部品が飛行機パーツになっていく過程

を見ることができ感動した。」などの感想があった。派遣事業を通じ、アメリカ文化や英語への関心が高まり、各務原市が世界

と繋がっていることが感じとれ、将来の夢や目標をしっかり見つめる機会になった。来年度に向け、事前研修にKETを活用し

たコミュニケーション学習や市内の航空関連工場を取り入れ更なる充実を図る予定。

議会・一般質問を終えて

今期定例会も多くの皆さまに傍聴にお越し頂き、心より感謝申し上げます。まず、上の赤文字を見て頂きたいと思います。

今回の答弁では、平成29年度から拡充する取り組みなど、多くの前向きな答弁を頂き、皆さまから頂きました貴重なご意見

やご要望が１つ１つ形になって参りました。今後も様々な諸課題に対し、皆さまと会話を重ね、私自信も調査・研究を行い、そ

して自ら提案をして、粘り強く取り組んで参ります。ありがとうございました！

本年も大変お世話になりました！有難うございました！

ミニ新年互礼会
・開始時間：7：40頃から

・場 所：つつじが丘

ふれあいセンター

・会 費：500円
お問合せ： 伏見

ＴＥＬ090-3951-9270

ららら学習室（中学生放課後学習室）は、中部学院大学各務原キャンパスと川島ライフデザインセンターの

名の生徒が通っている。講師からは、「学習に向かう姿勢が前向きに変わった」など、生徒の変化に喜び

問（大竹議員）：市の就学援助を受けている児童・生徒数及び就学援助率は？また支給回数、支給時期及び年間支給額

は？

答(植田教育委員会事務局長):平成27年度に就学援助を受けた児童・生徒は、小学校が全児童8,455人に対し447人で就学

援助率は5.29%。中学校が全生徒数4,273人に対し342人で、就学援助率は8.0%。合計すると、小中学校全児童生徒数

12,728人に対し、789人が援助を受け、就学援助率は6.20%である。

支給回数は年2回、支給時期は9月と3月。年間支給額は、平成27年度決算額で小学校児童に対して29,820,257円、中学

校生徒に対して33,433,331円、合計63,253,588円である。
問（大竹議員）：県内他市の就学援助の支給費目及び支給時期の状況は？また、各務原市の今後の改善策は？

答(植田教育委員会事務局長):県内ほとんどの市が当市と同じく学用品費、新入学児童生徒用品費、通学用品費、修学旅

行費、校外活動費、学校給食費を支給しているが、岐阜市、関市など5市が、それらに加えクラブ活動費、生徒会費、PTA会

費も支給している。支給時期は、毎月支給が1市、年4回が2市であり、一番多いのが年3回の15市であり、市によって支給月

にばらつきがあるものの、概ね学期末となる7月、12月、3月に支給している。年2回の支給は当市を含め3市である。

県内他市の就学援助の支給回数を踏まえ、当市においても年2回から平成29年度より年3回に変更する予定。また、保護

者に負担の大きい修学旅行費については、平成29年度より、修学旅行代金の確定後、速やかに支給できるように変更する

予定。また、クラブ費、生徒会費、PTA会費も支給対象にするよう進める。

「議会について教

えて！」は次号必

ず！


